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学学生に対し

プ終了後の 10

なお、以下の

要な ICT 活

CT 活用力の

目に対する確

ったが、「向上

学生は減少し

ルコミュニケ

これは、2.

加後は、肯定

することで、

ップ 終日の

とも一致する

考えている。

標の 3 つ目「

悪いところを

しているが、も

グローバル

感・使命感に

についても、

c.

少
し
向
上
し

た
．

d
.

あ
ま
り
向
上

し
て
い
な
い
．

           

              

独

トは、現在、

トでは、ICT 活

して、ワーク

0 月 3 日に事

の図で青棒は

用力の向上

向上に関す

確認である。

上した」と回

しており、ほ

ケーション力

2 節に示し

定的な回答が

英語コミュ

の英語プレゼ

るが、ICT 作

 

「両国の文化

を考えたこと

もとから意識

人材の 3 要素

関連して、「

「ぜひ一緒に

e
.

ま
っ
た
く
向

上
し
て
い
な
い
．

f.

そ
の
他

事前(8/1

事後(10/
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分析中であ

活用力、英語

クショップに

事後アンケー

は事前アンケ

 

    

る質問であ

事前アンケ

回答した学生

ほとんどの学

力、すなわち

た本プログ

が増加してい

ュニケーショ

ゼンテーショ

品制作を題材

化を互いに深

とがあるか」と

識している学

素の内、要素

「将来外国人

に働きたい」

10)

/3)

1

人
数

ブマガジン
          

           

本学生支援機構

あるため、本

語コミュニケ

に参加する前

ートを実施し

ケート、赤棒

図 2 英語コ

る。これは、

ケートでは、

生が約 2 倍に

学生が肯定的

ち、実際上は

ラムの目標の

いる。あくま

ン力が向上

ンまで、個

材とするこ

深く理解する

と質問した。

学生が一定数

素Ⅱ：主体性

人と一緒に働

」と回答した

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
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と
て
も
向
上

し
た
．
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本稿では 201

ケーション力

前の 2014 年 8

し、何れも参

棒は事後アン

コミュニケー

、2.2 節に示

「とても向上

に増加する一

的な回答をし

は英語コミュ

の内の 2 つ

で学生が感

したと考え

々の学生を

とで、言語の

」について

これに対す

数参加してい

性・積極性、

働きたいか」

た学生が増加

b
.

向
上
し
た
．

c.

少
し
向
上
し

た
．

』2016 年 3 月
                   

             

JASSO. All rig

4 年度のア

力および意識

8 月 10 日に

参加した学生

ンケートの回

ーション力の

示した本プロ

上した」と回

一方、「あま

している。 

ニケーショ

目に対する確

感じたことで

えられる。こ

を見てきた本

の障壁を適度

ては、直接的

する回答を図

いることもう

、チャレン

と質問した

加している。

d
.

あ
ま
り
向
上

し
て
い
な
い
．

e
.

ま
っ
た
く
向

上
し
て
い
な
い
．

事

事
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ンケート結

識の変化に

事前アンケ

生 18 人全員

答である。

の向上 

ログラムの 4

回答した 1

り向上して

ン力の向上

確認である

はあるが、

れは、事前

本プログラム

度に下げて

的ではないが

3 に示す。

かがえる。

ジ精神、協

た。その回答

 

f.

そ
の
他

事前(8/10)

事後(10/3)

0 
 

 

 

 

4

前

ム

が

 

答



           

 

       

図 3 日本
 

本プログ

した両大学

た後、相手大

毎年のこと

等で連絡を

でワークシ

とくに、20

生で、当大

なりたいと

成スクール

参加した

参加を受け

数の都合が

［事前アン

・特にあり

会なので楽

・とても良

らしい。 

・もっと、

・何をする

ます。 

［事後アン

・このコラボ

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

ら

よ
く
考
え
て

い
る
．

人
数

          

       

の良いとこ

グラムの 4 つ

学の教職員か

大学の学生を

とではあるが

を取り合って

ショップが行

014 年度に R

大学の教員に

との希望を語

ルになりつつ

た学生の事前

け止めている

があるので、

ンケート］ 

りません。タ

楽しみにして

良い経験にな

プログラム

るのか、説明

ンケート］ 

ボレーション

a.

ず
っ
と
前
か

ら
，
よ
く
考
え
て

b
.

最
近
，
考
え

る
よ
う
に
な
っ

た
．

る

           

        

ろ悪いとこ

つ目の目標「

から、成功し

を空港まで見

が、同行した

ており、本学の

行われるとき

RMUTT で行わ

になった学生

語ってくれた

つあると、筆

前アンケート

る様子がうか

自由記述の

タイの方との

ています。 

なると思う。

ムの内容につ

明は受けたが

ンに参加でき

c.

少
し
考
え

る
．

d
.

あ
ま
り
考
え

な
い
．

事

事

           

              

独

ろを考えた

「両国の学生

したとの感想

見送りに行っ

た教職員の胸

の参加学生の

には、過去に

われたワーク

生がワークシ

た。本プログ

筆者は感じて

トの自由記述

かがえるが、

の一部を以下

の交流は、コ

コンテスト

ついて細かく

が具体的なイ

きて本当に良

e
.

ま
っ
た
く
考

え
な
い
．

f.

そ
の
他

事前(8/10)

事後(10/3)
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ことがある

生相互の友情

想が異口同音

った学生たち

胸を熱くして

の中には、タ

に参加したR

クショップで

ショップを訪

グラムは、本

ている。 

述では、学生

事後アンケ

下に転載する

ミュニケー

トを通じて他

説明して欲

イメージがま

良かったと思

人
数

ブマガジン
          

           

本学生支援機構

か 図 4 将

情を育む」に

音に聞かれた

ちが、いつま

ている。学生

タイで再会を

RMUTTの学生

では、第 1 回

訪れ、今後は

本学と RMUTT

生たちが冷静

ケートからは

る。 

ーションをと

他国の生徒と

欲しい。 

まだ掴めてな

思います!自

0

1

2

3

4

5
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ひ
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緒
に

働
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た
い
．
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将来外国人と

ついては、

。全てのワ

でも別れを

生たちは、プ

を果たしたも

生が毎年本学

プログラム

はワークショ

が協力して

静かつ客観的

は、喜びと感

れるか不安

の交流が出

いのでその

分は英語が

b

．
一
緒
に
働
き

た
い
．

c.

少
し
な
ら
働

い
て
も
い
い
．

避
け
た
い

』2016 年 3 月
                   

             

JASSO. All rig

と一緒に働き

ワークショ

ークショッ

を惜しみ涙す

プログラム終

ものもいる。

学学生のもと

ムに参加した

ップを指導

て作るグロー

的にこのプロ

感動が伝わっ

安ですが、こ

出来るのは、

の点では不安

が出来ないか

d
.

で
き
れ
ば

避
け
た
い
．

e.

一
緒
に
働
き

た
く
な
い
．

事前(

事後(
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きたいか 

ップを指導

プが終了し

する光景は、

終了後も SNS

また、RMUTT

を訪れる。

RMUTT の学

導する立場に

ーバル人材育

グラムへの

てくる。紙

れも良い機

とても素晴

安が残ってい

から技術が足

f.

そ
の
他

(8/10)

(10/3)

0 
 

 

 

導

T

学

紙

機

晴

足



           

 

       

りてないか

・多くの事

方で、１回

と思うので

・色々な人

会になった

・このよう

に、自身の

・今回の国

す。今回こ

 

４．まとめ

本稿で紹

ラーニング

が育ち、人

な評価には

んでいるよ

という学生

頼関係を築

関係の重要

一方、本

よって、共

れは教職員

流に非常に

なお、こ

構をはじめ

説明する紙

継続し維持

員が単なる

こと、参加

る。これら

          

       

から…とネガ

事を学びとて

回行った人は

で、行けるよ

人と、コミュ

た。今後も、

うな機会を与

の今後への選

国際交流は外

この国際交流

め 

紹介した作品

グを用いたも

人材育成とし

は、もう少し

ように思われ

生目線の目標

築きつつ共同

要性を意識し

本プログラム

共同教育プロ

員に対しての

に熱心に取り

このプログラ

めとする外部

紙数がないの

持発展させる

る仕事として

加教職員にプ

らの問題を日

           

        

ガティブにと

ても貴重な体

はもう行けな

ような体制に

ュニケーショ

この活動を

与えられた場

選択肢を大き

外国の学生と

流に参加でき

品制作ワーク

ものである。

しての国際貢

し時間を必要

れる。グルー

標を与えるこ

同作業で作品

した人材育成

ムを実り多い

ログラムの開

のグローバル

組むように

ラムを実施す

部からの財政

ので、すでに

ることは、本

て係わるだけ

プログラムの

日常的に解決

           

              

独

らえすぎて

体験が出来ま

なくなるとい

になるともっ

ンを取り、

を続けて欲し

場合、ぜひ一

きく広げるこ

触れ合う事

きて本当に良

クショップ形

これにより

貢献になるこ

要とするが、

ープで行う協

ことで、海外

品を完成する

成を行い国際

いものにする

開発も前進す

ル人材育成に

なった教職

するためには

政的支援が大

に発表してい

本学だけでな

けでは、この

の趣旨と国際

決する努力の
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ていた自分の

ました。是非

いうのは、少

っと良いと思

会話するこ

しい。 

一歩踏み込ん

ことができる

事で互いに異

良かったです

形式学生交流

、ワークシ

ことを狙って

アンケート

協調学修にお

外への閾を低

るプロセスは

際貢献につな

るためには、

する。そのた

にもなってい

員も多い。教

は、多くの教

大きな支えに

いる文献 9、10

なく、相手大

のプログラム

際貢献として

の延長上に本

ブマガジン
          

           

本学生支援機構

の考えを改め

非、もっと多

少し寂しいで

思います。 

とによって

んでみるべき

るだろう。 

異文化を共有

す。 

流は、グローバ

ショップ終了

ている。この

ト結果を見る

おいて、学修

低くしている

は、信頼関係

なげていきた

両大学教職

ために、教職

いる。本プロ

教職員が学生

教職員の協力

になっている

を参照して

大学にとって

ムは成功しな

ての価値を理

本プログラム
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ることがで

多くの人に参

す。やる気

、新たな楽

だと私は思

有し、理解す

バル人材育成

後も自ら海

目的が達成

限り、今の

修の目標だけ

と考えてい

係と相互利益

い。 

職員の協同が

職員も多大な

グラムに参

生とともに成

力と、独立行

。これにつ

いただきた

も非常に難

い。活動資

理解していた

ムの充実と継

』2016 年 3 月
                   

             

JASSO. All rig

できました。

参加してもら

気の有る人が

楽しさを発見

思う。貴重な

する事ができ

成の手法にア

海外へ飛び出

成できたかど

のところは期

けでなく、「友

いる。パート

益の両面を持

が不可欠であ

な努力をして

参加したこと

成長する一例

行政法人日本

ついては、本

い。実は、

難しい課題で

資金の問題は

ただくことが

継続がある。
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いたい。一

が行くべきだ

見する良い機

経験ととも

たと思いま

アクティブ・

す学生たち

どうかの厳格

待通りに進

友情を育む」

ナーとの信

持つが、信頼

あり、それに

いるが、そ

で、国際交

例であろう。

本学生支援機

本稿で詳しく

支援体制を

ある。教職

はもちろんの

が不可欠であ
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